
桜環境センターがさいたま市で初めて

「自然共生サイト」に認定されました

令和６年１１月６日（火）

市長定例記者会見

～さいたま市の2030年ネイチャーポジティブ実現を目指して～



市長表敬訪問
の写真（10/29予定）

自然共生サイト認定証授与式

関東地方環境事務所長から認定証を
授与された新屋副市長

市長表敬訪問

ビオトープ管理者が、市長を表敬し、
認定を受けたことを報告した





自然共生サイトとは

昆明・モントリオール生物多様性枠組み（令和4年12月）

■基本戦略１
生態系の健全性の回復（30by30ロードマップ）

※30by30：2030年までに陸域・海域の30％を保護

生物多様性国家戦略2023-2030（令和5年3月）

自然と共生する世界

ネイチャーポジティブの実現

2050年ビジョン

2030年ミッション

民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域

ターゲット３：30by30目標

自然共生サイト認定制度の設立



認定サイトの概要

●荒川流域の農村環境をモデルとし、地域の自然を再生することを目的とした計画、管理運営

●市民向け環境学習イベントを開催しており、管理作業やモニタリング等を市民協働で行っている

●希少種の確認種数・個体数等が年々増加。2023年現在、埼玉県RL掲載種を29種を確認

ビオトープ
ＳＥＥＯ

多目的広場

桜環境センター ビオトープSEEO、多目的広場
さいたま市桜区新開4-2-1



サイトの変遷。

現在は年間400種類以上の生物を確認

里地里山といった二次的な自然環境に

特徴的な生態系が存する場

認定内容 ～９つの生物多様性の価値のうち 項目が評価～

2015年

2023年

希少な動植物種が

生息生育している場

希少生物の生息

健全な生態系が成立し、

生態系サービスを

提供する場

市民参加型生きもの調査
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認定で期待される効果

さいたま市の国の30by30目標への貢献

桜環境センターの認知度の向上

市民の生物多様性保全への意識醸成

民間企業等からの財政・人的支援



ネイチャーポジティブ
イメージキャラクター

だいだらポジー
民間企業による

今後の自然共生サイトを通じた生物多様性保全への取組

さいたま市の

ネイチャーポジティブ

実 現

2030

活動促進
支援
の

活性化

桜環境センター

SEEO
の

活用

周辺地域
と

連携


